
活動名： 自然学習ゾーン活動  活動日：2018.10.28（日） 

 

リーダー名：伊東 俊廣 報 告 者：伊東 俊廣 

参 加 者：（スタッフ４人  参加者 ０   美交工業１人 合計 ５人） 

スタッフ：上田 泰史、山本 勲、東川 偲、伊東 俊廣 

参加者 

   

活動内容 

１） 今後の自然学習ゾーン活動について、美交工業と打合せ 

美交工業：福田専務、魚谷氏 

関西聚：上田、山本、東川、伊東 

・アースデイの日程確認：平成３０年３月２３日（土）、２４日（日） 

 聚は２３日に参加 

・久宝寺緑地の被害木が４００本程度あり、復旧もなかなか進んでいない。レッツ久宝探検隊

のプログラムも含め、活動内容は状況によって変更する。 

 1 月のレッツ久宝探検隊は、落ち葉のアートを予定 

 11 月の自然学習ゾーン活動は、樹木調査を予定。（11 月 2 日のスタッフ会議で、昆虫保護 

ゾーンの除草に変更） 

２） 自然学習ゾーンの現況確認 

・全員で自然学習ゾーンの状況を確認。かなりの本数の倒木、枝折れがあり、計画当初予定

した以上の伐採が完了した形になった。見晴らしも良くなり、逆にクヌギなどを植樹する必要

がでてきた。 

根から倒れたコナラ2本、幹の途中から折れたクヌギ1本をその状態で保存し、どのように変

化していくか観察することにした。 

３） アースデイで予定のシイタケの菌打ち体験用原木の調達 

・倒木したクヌギから、丁度良さそうな大きさの幹や枝を選び、事務所裏のシイタケ栽培地へ 

運んだ。すでに魚谷氏が準備してくれたレッツ久宝探検隊用のクヌギの原木もあり、これで 

シイタケ栽培の材料準備は終了。 

４） 上田さん持参の、ミズナラの苗を大きな鉢へ植え替え 

 

 

活動報告・次回案内・感想など 

  

 次回の活動は 

平成 30年１１月２５日 昆虫保護ゾーンの除草 

 



 


